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10

る
。
 

　
視
察
用
の
説
明
資
料

で
山
武
市
の
議
会
に
も
、

行
政
評
価
を
知
る
機
会
を
再

度
与
え
て
頂
け
な
い
か
。

 

市
長
　
行
政
評
価
に
取

り
組
む
段
階
で
十
分
御

説
明
を
し
て
き
た
つ
も
り
だ

が
、
さ
ら
に
そ
う
い
っ
た
機

会
を
作
っ
て
い
け
れ
ば
と
思

う
。
 

　
外
部
評
価
に
つ
い
て
、

事
業
の
改
善
に
関
す
る

御
提
案
や
考
え
を
い
た
だ
く

が
市
で
は
ど
う
か
伺
う
。

 

総
務
部
長
　
ま
ち
づ
く

り
報
告
書
を
作
成
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
専
門
的
知

識
の
あ
る
大
学
の
先
生
に
知

見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

 

　
国
で
示
す
行
財
政
改

革
の
中
で
も
、「
自
治

体
経
営
改
革
」
と
い
う
言
葉

が
よ
く
示
さ
れ
る
。
２
０
０

６
年
の
定
例
会
に
て
、
専
門

職
の
登
用
を
質
問
し
て
い
る

が
、
大
企
業
で
は
資
本
金
５

億
円
以
上
、
負
債
額
　
億
円

２０

以
上
の
法
人
の
場
合
に
は
、

公
認
会
計
士
に
よ
る
監
査
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

連
結
決
算
の
中
で
健
全
財
政

を
保
つ
一
つ
の
方
法
と
し
て
、

必
要
に
応
じ
公
認
会
計
士
に

見
て
頂
く
事
も
必
須
条
件
の

一
つ
に
な
る
か
と
思
う
が
ど

う
か
。
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政
評
価
の
考
え
方
を
取
り
入

れ
て
策
定
し
た
。
そ
れ
に
よ

り
、
目
標
の
達
成
度
を
数
値

で
あ
ら
わ
し
、
見
え
る
化
を

図
っ
た
。
予
算
、
決
算
、
監

査
時
の
説
明
資
料
を
シ
ス
テ

ム
か
ら
自
動
的
に
作
成
す
る

な
ど
の
有
効
活
用
を
図
っ
て

い
る
。

 

　
今
、
施
策
枠
予
算
、

ま
ち
づ
く
り
報
告
書

等
々
へ
の
市
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

サ
イ
ク
ル
は

P
lan,

D
o,

、「
 
      
   

S
ee    」

と
あ
る
が
、
企
画
立

案
へ
の
反
映
と
い
う
こ
と
で
、

A
ction

「
 
     」を
入
れ
て
は
ど
う

か
。
こ
の
４
つ
の
サ
イ
ク
ル

で
、
初
め
て
予
算
・
決
算
、

ま
ち
づ
く
り
報
告
書
等
の
反

映
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

よ
り
具
体
的
な
取
り
組
み
を

明
確
化
す
る
た
め
に
も
、
１

つ
に
は
予
算
・
決
算
の
フ

ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
も
作
り
、
近

い
将
来
決
算
審
査
の
認
定
に

も
活
用
し
、
ま
た
審
査
す
る

側
も
、
簡
潔
で
よ
り
明
快
な

議
論
に
し
て
い
く
た
め
に
課

題
と
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

 

総
務
部
長
　
ま
ず
は
決

算
で
も
活
用
で
き
る
よ

う
な
行
政
評
価
の
結
果
と
し

て
の
ま
ち
づ
く
り
報
告
書
を
、

少
し
ず
つ
熟
度
を
上
げ
て
い

き
た
い
。
段
階
を
踏
ん
で
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
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を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
、

太
陽
熱
パ
ネ
ル
の
不
法
投
棄

が
あ
り
、
防
犯
カ
メ
ラ
で
行

為
者
の
人
物
や
車
の
ナ
ン

バ
ー
を
捉
え
、
警
察
に
証
拠

物
件
と
し
て
提
出
し
検
挙
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
移
動
式

の
監
視
カ
メ
ラ
を
導
入
す
る

予
定
で
す
。

 

　
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
を

含
む
、
山
武
市
地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
等
の
環

境
基
本
条
例
の
導
入
に
つ
い

て
。
 

市
長
　
形
式
的
で
な
く
、

市
民
の
皆
様
が
取
り
組

ん
で
い
け
る
条
例
を
基
本
的

に
考
え
た
い
。

　
個
人
質
問
 

・
行
政
改
革
に
つ
い
て

 

　
行
政
評
価
に
つ
い
て

は
提
案
も
含
め
何
度
か

質
問
し
て
い
る
が
、
有
効
活

用
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て

い
る
か
伺
う
。

 

市
長
　
行
財
政
資
源
の

有
効
利
用
と
、
市
民
に

解
り
や
す
い
行
財
政
運
営
を

行
う
た
め
、
総
合
計
画
を
行
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経
済
環
境
部
長
　
千
葉

県
廃
棄
物
の
処
理
の
適

正
化
等
に
関
す
る
条
例
の
中
、

小
規
模
産
業
廃
棄
物
処
理
施

設
の
設
置
に
対
す
る
許
可
を

得
た
小
型
焼
却
炉
は
、
１
基

把
握
し
て
い
ま
す
。

　
野
焼
き
の
通
報
や
苦
情
は
、

平
成
　
年
度
　
件
、　
年
度

１８

６５

１９

は
　
件
、　
年
度
は
１
０
５

７７

２０

件
、　
年
度
は
　
月
ま
で
に

２１

１２

１
４
２
件
と
、
年
々
増
加
し

て
お
り
、
市
で
は
広
報
紙
や

平
成
　
年
２
月
に
、
各
区
長

２２

を
通
じ
、
野
焼
き
禁
止
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
回
覧
で
、
７

月
に
全
戸
配
布
を
行
い
ま
し

た
。
 

　
野
焼
き
の
徹
底
の
た

め
防
災
無
線
を
活
用
し

て
は
。

 

経
済
環
境
部
長
　
時
期

を
考
え
活
用
し
ま
す
。

 

　
不
法
投
棄
に
つ
い
て
。

 

経
済
環
境
部
長
　
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か

ら
、
そ
の
日
の
記
録
が
毎
日

あ
が
り
、
い
わ
く
が
あ
る
場

合
、
市
の
職
員
と
環
境
監
視

員
が
同
行
し
、
そ
の
物
件
に

つ
い
て
調
査
し
て
お
り
ま
す
。

 

　
ぽ
い
捨
て
等
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
。

 

経
済
環
境
部
長
　
不
法

投
棄
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル

や
防
犯
カ
メ
ラ
に
よ
る
監
視
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ら
れ
ま
す
。

　
可
能
な
焼
却
は
、
①
国
ま

た
は
地
方
公
共
団
体
が
、
そ

の
施
設
の
管
理
を
行
う
た
め

に
必
要
な
廃
棄
物
。（
河
川

管
理
者
に
よ
る
伐
採
し
た

草
・
木
等
。
海
岸
管
理
者
に

よ
る
漂
着
物
等
。）
②
震
災
、

風
水
害
、
火
災
、
凍
霜
害
、

そ
の
他
の
災
害
の
予
防
、
応

急
対
策
ま
た
は
復
旧
の
た
め

に
必
要
な
廃
棄
物
。（
凍
霜

害
防
止
の
た
め
の
稲
わ
ら
、

災
害
時
に
お
け
る
木
く
ず
、

道
路
管
理
の
た
め
に
剪
定
し

た
草
・
枝
等
な
ど
。
た
だ
し
、

生
活
環
境
の
保
全
上
、
著
し

く
支
障
を
生
じ
る
廃
タ
イ
ヤ

の
焼
却
は
含
ま
れ
な
い
。）③

風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上

の
行
事
を
行
う
必
要
な
廃
棄

物
。（
ど
ん
と
焼
き
等
の
地

域
の
行
事
に
お
け
る
不
要
に

な
っ
た
門
松
、
締
め
縄
等
。）

④
農
業
、
林
業
、
漁
業
を
営

む
た
め
に
や
む
を
得
な
い
も

の
。（
農
業
者
が
行
う
稲
わ

ら
等
、
林
業
者
が
行
う
伐
採

し
た
枝
条
等
、
漁
業
者
が
行

う
漁
網
に
付
着
し
た
海
産
物

等
。）
⑤
軽
微
な
も
の
。（
た

き
火
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
等
。）

 

　
構
造
基
準
に
適
合
し

た
焼
却
炉
を
持
つ
事
業

所
等
の
把
握
と
啓
発
に
つ
い

て
。 QQQQQQQQQQQQQQQQQ

境
作
り
に
取
組
み
ま
す
。

・
環
境
施
策
に
つ
い
て

 

　
野
焼
き
は
、
ど
の
よ

う
な
行
為
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
の
か
。
ま
た
周
知
の

徹
底
強
化
を
し
て
い
ま
す
か
。

 

経
済
環
境
部
長
　
平
成

　
年
に
廃
棄
物
の
処
理

１２

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
が

改
正
さ
れ
、
次
の
項
目
を
除

い
た
廃
棄
物
の
焼
却
が
禁
止

さ
ま
し
た
。

①
法
に
定
め
ら
れ
た
処
理
基

準
、
焼
却
設
備
に
従
っ
て
行

う
廃
棄
物
。
②
他
の
法
令
ま

た
は
こ
れ
に
基
づ
く
処
分
に

よ
り
行
う
廃
棄
物
。
③
公
益

上
も
し
く
は
社
会
の
習
慣
上

や
む
を
得
な
い
焼
却
や
周
辺

地
域
の
生
活
環
境
に
与
え
る

影
響
が
軽
微
で
あ
る
廃
棄
物
。

　
違
反
し
た
場
合
、
最
高
で

５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は

１
千
万
円
、
法
人
の
場
合
は

３
億
円
以
下
の
罰
則
が
科
せ
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本山　英子 議員

やめよう不法投棄


